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はじめに

高齢社会の仲間入りをした我が国において、成人の学習希望者は増加の一途をたどっている O

筆者は貴重な教育資源を豊富に有する日本の大学が、学習機会の提供や施設の社会への開放を

軸として多様な形で成人に聞かれれば、大きな社会的成果をあげることができるのではないか

ということに常に関心を向けてきた。先進国の取り組みには及ばないながら、日本においても

大学のエクステンション、ビジネススクール、ロースクールなど、成人が継続的に学ぶことが

出来る機会は年々増えてきているが、その教育に携わる「教師lJのあり方にはほとんど目が

向けられていな~ ¥0 成人教育に携わっている各分野の専門家の「教師」たちには職業的専門性

と経験が必要とされているだけであり、学習内容についての専門家ではあっても成人受講者へ

の教授方法などについてはほとんどが素人なのである O 日本の大学においても FD (Faculty 

Development)の重要性が認識され実践され始めているとはいうものの、あくまでも伝統型学

生を視野に入れたものでしかな ~\o 筆者自身、企業内英語研修に携わりながらも、「成人を教

える」という訓練や指導を受けることもなく、専門とする知識の情報を伝え質問に答えるとい

う講義形式中心の方法に頼って実践をおこなってきた。受講者が成人であることを意識し、子

どもを教えることとの違いを感じはするものの、その違和感がどこから来るものなのか、そし

てまた成人を教えることの特性をどのように捉えたらよいのかという疑問を抱えながら模索を

続けている。

f成人の教え方は子どもを教えるのと同じでいいのか、それとも違うべきなのか?J。この

問題は成人教育に携わる「教師」を悩ませている問題であるにも拘らず、日本においてはあま

り取りあげられて来なかった。成人教育という概念が日本では比較的新しいということも一因

であろう O しかしグローバル化・ IT化になどに伴って労働力の移動や生活スタイルに変化が

起こり、日本の社会全体が流動化する中、成人学習者の数は今後も増え続けると思われるO そ

のような状況下、成人教育に携わる「教師」に焦点をあて考察していくことは、成人の学習が
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効果的におこなわれるように支援するうえで重要であると考えるor成人を教える」ことへの
認識を深める手がかりとして、成人教育の先進国であるだけでなく成人教育に携わる教師の教

育機関も存在するイギリスにヒントを得たいと思う O

1.イギリスの成人教育と AlanRogers 

現在イギリスは教育改革の真只中にあり、ここ数年大学入学へのルートを柔軟化しようとい

う動きの中、頻繁に教育制度の改革が行われているo 16歳で終了する義務教育に続く教育の場

としての主なものは、①総合制中等学校 Ccomprehensiveschool)の延長としてのシックス

ス・フォーム Csixthform)、②継続教育に属するシックスス・フォーム・カレッジ Csixth

form college)、③継続教育カレッジCfurthereducation college)であり、この 3つのいずれ

かでAレベル受験準備をおこない、大学進学をめざす。中等学校 Csecondaryschool)の卒業

生の 7割以上がシックスス・フォームに進学する一方、政府が大学進学を奨励し、大学入学の

ルートが柔軟化する中、子育てを終えて再び働きたい、ある~\はより条件の良い職場を求める

ためのスキルアップの手段としたいとの理由から、継続教育カレッジを経て大学進学をめざす

成人が増えているo 1988年の教育改革法 CEducationReform Act)の施行以来、従来のポリ

テク CPolytechnics)が大学に昇格し、イギリスの大学数が一挙に 2倍近くになったことも、

継続教育カレッジが大学受験資格取得を目的とした機関と化す一因となっているO

この継続教育カレッジに、多くの修了生を教師として送っている Universityof Nottingham， 

School of Continuing Education2 C以下ノッティンガム大学)は、成人教育に携わる教師の

トレーニングコース3を提供している大学の中でも先駆的存在であり、 1920年に Adult

Education C現在は ContinuingEducation)を提供し始めて以来、成人の学びに関する研究

を積極的におこなって来た。ノッティンガム大学では、当コースを修了した者のほとんどが、

各種成人教育機関4で成人教育に携わることになるので、成人を教えることは子どもを教える

こととは違うという概念に基づいた教育がおこなわれてきた。しかし教育改革の一環として

FENTO基準5が設置され、当コースで学ぶ者が国からの奨学金の支給を受けるためには、コー

スのモジュール内容も FENTO基準に合うよう、変更を余儀なくされている O また現在では

当コースの修了生の大半が、大学進学の資格取得機関と化している継続教育カレッジに就職す

ることも、「成人を教える教師」のトレーニングプログラムの内容を再検討する一因となって

いるO ノッティンガム大学が成人教育を始めた1920年代は大学進学者も少なく、教養として学

びの場を求める者たちがヴォランタリーに集い学んでいたのであるが、時代も生活様式も変化

し、大学進学率も大幅に伸びた現在では、成人の学びの目的も形態も変わって来ている。ノッ

ティンガム大学においても、「成人の学習とは? 成人を教えるとは?Jという原点に立ち返っ

て、今までに確立された理論が批判的に議論されているO その議論に関する見解を、長年ノッ

ティンガム大学の当コースに関わり、指導・研究を続けている AlanRogersがまとめ出版す

るということを、今夏Dr.Hannah6へのインタビューをおこなった際に知り、そして出版さ

れたのが“Whαtis the di万erence?"7であった。

Alan Rogersは、 40年近くに渡りイギリス内外において様々なコンテクストの中で成人教

口。
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育の実践に携わり、現在もノッティンガム大学の成人教育特別教授を続けている。また1998年

までの13年間 Universityof Readingで開発途上国教育理事長を務める傍ら Universityof 

Surreyでも教鞭をとっていた。成人教育における理論家であり実践家でもある Rogersの成

人教育に関する著書は数多くあるが、核となる著書は1986年初版の“TeαchingAdults"8であ

るO この初版は 6回の再版が重ねられた後、 1996年に第2版が出版され、更に 4回の再版を経

て、 2002年に第3版が出版されるほど多くの人々の関心を集めているo Rogersは“Teaching

Adults"において一貫し「成人目を効果的に教えたいのであれば、成人の自然な学習実践とプ

ロセスを理解する必要があるIOJと提唱しそのアウトラインを述べてきたが、 ((Whαtis the 

difference? "においては更に詳しく成人の学習を理解するための明確なアプローチを示し、

「成人の学習は子どもの学習と同じなのか、異なるのか?J、また「成人を教えることは子ども

を教えることと同じでよいのか、違うべきなのか?Jという問いを投げかけている 110

2.学習と教育

11970年代から80年代にかけ Knowles，Knox， Kolb， Pat Cross， W A Chickeringをはじめ

とする多くの研究者が、成人の学習は子どもの学習とは異なる、従って成人を教えることは青

年期までを教えることとは異なるとし、成人の学習の特性について盛んに言及した12J。当時は

成人教育が子どもの学校教育に比べ政策として取り上げられることが極めて少なかったので、

違いを強調し注目を集める必要があったためでもあるが、そのことは別にしても実際に

Rogers自身、「成人の学習/教育」は子どもとは根本的に異なると信じていたと言う 130

その後成人教育がその地位を確立してくるにつれ、成人の学習に関する多くの研究がなされ、

それまで多くの研究者たちにより正しいと信じられていたことが、あらゆる点から検証され疑

問が投げかけられるようになった。「成人の学習/教育Jは子どもと違うのかということに対

しての確信が持てなくなってきた Rogersは、 1999年の半年間サパテイカルを取り、 Center

for lnternational Education， University of Massachusettsで成人の学習についての議論を

重ねた。そこでの議論から生まれた見解を、その後3年間、 Dr.Hannahをはじめとするノッ

ティンガム大学の研究者及びその他いくつかの大学における多くのセミナー参加者たちと議論、

検討しまとめたものが“Whαtis the difference?"である。

Rogersが、 70年代、 80年代に主流とされていた成人教育の概念に対して感じた第一の疑問

は、「普遍的なライフステージ、皆に適応できる学習スタイル、異なった文化が学習や教育に

もたらす影響など、いずれに関しても確固たるものは見出せていないのに、成人を一括りにし

て一般化できるのか14J ということであった。また、「成人教育の概念が広まったことにより、

フォーマルな教育機関が非伝統型学生にも開かれる、あるいは職場などにフォーマルな教育プ

ログラムが導入される、など成人の学習機会に大きな変化が起きている 15J ことも「違いへの

確信」を疑問視した理由として挙げているO これに加えて、ディスコースの分析、アイデンティ

ティの研究など、成人教育と関連ある分野においても「成人」及び「学習」に関する新しい提

唱がなされているので、成人教育においても、今まで信じられてきたことを新しいアフ。ローチ

で見直してみることが重要であると考えた九それに際して、 Brookfieldの「学習」と「教育」
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は密接に関連しているが全く同じというわけではな~，17という言及に触れ、成人教育において
は「学習」と「教育」の混同が常にあるので、「学習」と「教育」の違いを明らかにしなけれ

ばならな~，18と指摘し、その違いを次のように述べているor学習」は我々自身でおこなうも
のであり、他の人が学習させることは出来ない。他の人と一緒に居ることから学習するかもし

れないが、全ての学習はヴォランタリーなものであり、自分がそうしようとするから起こるの

であるO 一方、「教育」は教室での対面形式であろうと個人指導であろうと、また本やジャー

ナルといったフォーマル度の低いものであろうと、常に誰かが他者の学習を支援するプロセス

から成る。全ての「学習」が「教育」というわけではないが「教育」は常に「学習」を含んで

いなければならない190

このように「学習J と「教育」の違いを明確にした上で、次の2つの異なった問~，20を立て、
成人と子どもの「学習Jr教育」の違いを考えるアプローチとしているO
(a) 成人と子どもの学習のプロセスは同じなのか、異なるのか?

(b) 成人と子どもを教えることに含まれる様々なプロセスはどのように異なるべきなのか、そ

れとも同じであるべきなのか?

3.学習と成人

(1 ) 習得による学習 CAcquisitionlearning) 

Rogersは「学習」には 2つの異なるプロセスがあると述べ、それについて言及するにあた

り、 KrashenSDの見解21に注目しているO 言語学者である Krashenは、言語スキルの発達研

究の中で次のように述べている。幼い子どもは言語を聞いて覚えその単語や構文のパターンを

作り出すが、まだパターンには気付かないままである。子どもが気付いているのはコミュニケー

ションが出来るということだけであり、文の構成を促進するために学ばれた構文には気づいて

いなL、。 Krashenは自然な学習とフォーマルな学習を対比させ、子どもが第 1言語を学ぶ方

法を「習得 (acquisition)J、子どもや成人がフォーマルに第 2言語等を学ぶ方法を「学習

Clearning) Jと呼んで明確に区別している O

Rogersは「習得」も学習のプロセスであると考え、 Krashenの提唱する「習得」を「習得

による学習 (acquisitionlearning) Jと呼び、第 1言語習得のモデルをこの「習得による学習」

を分析するスタートポイントとした。そして「習得による学習」が非常にアクティブで新しい

状況と密接に関わっていることを念頭に置けば、 Krashenが「学習」と呼んでいるもうひと

つの「学習」プロセスである「意図された学習(formalizedlearning) Jと区別するには有効

な言葉であると考え、「習得による学習」について次のように言及しているO

「習得による学習」は言語学習や子どもに限定されるものではなく、人は皆、新しい社

会的状況に入る時、常にそれをおこなっているO 成人の知識の多くも自分が属する文化に

さらされ、気付かずに理解したことにより学習されたものである。人は常に学習しているO

参加してなL、からといって学習してないわけではなL、。呼吸と同様の自然なプロセスを気

付かずにおこなっており、社会的役割の変化、職業の変化、経験等による自分自身の変化
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に応じて学習する O よりフォーマルな導入プロセスもあるかもしれないが、ほとんどの社

会的適応は「習得による学習」によっておこなわれているo I習得による学習」は常に具

体的で緊急性があり、ある特定の活動に限定されており、緊急の課題が満足~ì く程度に達

成されたと感じると中止される、ヴォランタリーで必要性から生じる学習であるから課題

あるいは問題中心であると言える九

このように学習者自身が学習しているという事実に気付いていないが、目の前にある課題に

は気付いている状態である「習得による学習」を「課題意識型学習(task -conscious 

learning) JとRogersは称しているo I習得による学習JI課題意識型学習Jはコンテクスト

との関係が大きく、生活に関連して自分で設定した緊急の課題を達成していく中で気付かずに

学ぶプロセスである。しかし実際には無意識におこなわれているのではな ~ì。意識は学習にで

はなく課題に向けられているのであるお。この学習は成人も子どもも全ての人が生活の中でお

こなっている自然な学習である。学習者は自分がどれだけ学ぶ必要があるのかには気づいてい

て、その作業の達成状況からどれだけ学習が進んだかはわかるO しかしほとんどの場合、学習

に関しての把握ではなく、目的のある教育的活動ははっきりしていないので将来の活動に備え

た学習で、はなL刊。

(2) 意図された学習 CFormalizedlearning) 

「意図された学習」は、自分の従事している作業が学習だと意識する時に使用される学習で

あるとして、 Rogersは次のように説明しているo I意図された学習」は学習を意識するとい

う点で、「習得による学習」とは大きく異なるO 普段は無意識におこなっている呼吸を、運動

したり歌ったりあるいは医学的な理由で高めるために意識して呼吸するのと同様に、普段は無

意識に行っている学習を、それを高めるために意識して行うものであるお。このような「学ぶ

ことを学ぶ26Jという考え方に対しては「学び方に対する一般的なスキルがあるかのような誤っ

た仮定27Jという批判もある。しかしそれを踏まえたうえで、 Rogersは、「意図された学習j

は学習の目標や方略を意識し教材を習得しやすいように小分けする方法を意識することの上に

置かれる学習であるとし、学習意識型学習Clearning-consciouslearning) Jと称しているO

「意図された学習」は一般原理及び一般的に受け入れられている規則との関連がより深L、。

従ってさまざまな異なったコンテクストに適応できるo I習得による学習」と異なるのは、学

習を支援する目的で他者によって構築される学習であるということである 280 つまり「意図さ

れた学習」は広い意味での「教える」という形に基づくということであるO 今日イギリスでは

「成人を教える」ということが再検討されているが、優れているとされる教師が何世紀もおこ

なってきたことは、学習が目標に向かうよう促すことに焦点をあてることへ言い換えれば、

「教える」とは学習を刺激し支援することであるO そして学習を促進するということは学習を

フォーマルにする、構造化する、管理しやすい連続した要素に分けることであるo I意図され

た学習」は教育的学習であり、単なる経験の積み重ねとは異なるO 指導という管理下にあり、

依存の要素があり、間接的な経験に基づいているO 規則がまず学習され、その後に実践がおこ
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なわれるような学習である300

「意図された学習」は学校の授業や大学の講義のようなフォーマルな状況に限定されるもの

ではなく、トレーニングコース、トレーニングマニュアルその他の刊行物をインフォーマルに

使用すること、ノンフォーマル教育、遠隠学習プログラムなどすべての型の支援学習が含まれ

ると Rogersは考えるo IllichやFreireなどのノンフォーマルな教育者から非難を浴びがちで

あるこの「意図された学習」について、新しいモデ、ルの「意図された学習」のプロセスは、教

師がガイドとして共に発見をおこない、「課題意識型学習」への意識を高めるのを助けるのに

効果的な学習であると述べている九学習が意識的になる「意図された学習」を通して普遍性

が見出され認識されることにより、他の実践的なコンテクストにもそれを適用することができ

ると言うのであるO

(3) 2つの学習プロセスの融合

今日教育が普及している多くの国では、フォーマルな形態の成人教育が随所でおこなわれて

いるO それに参加する人々の多くは「意図された学習」に馴染みがあるoI意図された学習」

の経験を多くしてきた人は特に、自分が今おこなっていることが学習であると認識できるこの

フoロセスを使うのを快適に感じる。しかし、例えば教室の授業ではいわゆるヒドゥン・カリキュ

ラムが学ばれているように、「習得による学習」のプロセスは「意図された学習」がおこなわ

れている場でも使用され続けているO 同じコンテクストの中に「習得による学習」と「意図さ

れた学習」という 2つの異なった学習プロセスが存在しており、どちらの学習のプロセスにも

それぞれ価値がある O にもかかわらず、どちらか一方だけが賛美される傾向がある32と

Rogersは指摘し、 Krashen33が語学の教師に、生活に基づいた「習得」を「学習」に取り入

れるようにと主張していることを引用して、どちらかの学習を軽視するのではなく、「課題意

識型学習」を「学習意識型学習」に取り込み、単なる「習得による学習」あるいは「意図され

た学習」を超えたものにしていくことが望まれるし、また可能でもある34と述べているお。従

来のフォーマルな学校教育の多くがそうであるように、学習がどちらかに大きく傾きすぎると、

真の学習と相反するものになることを懸念しているのであるO

「習得による学習」と「意図された学習」、この 2つの異なる学習プロセスを同じコンテク

ストの中で融合することを念頭において、 2つの学習プロセスを比較してみると次のことが言

えるoI習得による学習」から得る知識は、理論的知識というよりも実践的知識であるO つま

り普遍的であるというよりも具体的であり、学ばれたことが一般化して認識されず、ある特定

のコンテクストの中でしか使用できなL、。一方「意図された学習」は、概して一般的な用意さ

れた教材だけを使い、学習者それぞれが学習の場に持ち込んでくる学習のニーズや経験を無視

しているO そこで「習得による学習」を「意図された学習」にうまく取り入れていけば、「意

図された学習」に持ち込んでくる個人の経験やインプットを有効に利用することになるので、

一般的な学習ニーズだけでなく個人的なニーズにも合うのである。

「課題意識型の習得による学習」と「学習意識型の意図された学習」は共に子どもにも成人

にも共通している学習であるO ただその融合の仕方が、その時々あるいは学習課題によって異



宮崎:I成人を教える」ことについて考える

なるというのが Rogersの主張である o Brundage D.、MackeracherD.、Mezirowなどの

「成人の学習の特性は、子ども時代のように意味、価値、方略、スキルを創造していくのでは

なく、むしろそれらを修正、移行、再統合していく 36J、「子どもは経験から意味を創造してい

くが、成人の学習の特性は経験から意味変容をおこなう 37Jという見解に対し、子どももまた、

新しい意味を創造するだけではなく、常に意味変容もおこなっていると異を唱え、成人の学習

の特性と言えるような要素はないと Rogersは述べている380

最初の問いとして挙げた「成人と子どもの学習のプロセスは同じなのか、異なるのか?Jに

対し、「成人の学習と子どもの学習の要素そのものには違いがほとんど、あるいは全くない39J 

との答えを Rogersは出した。「成人の学習」と「子どもの学習」の要素そのものには違いが

ないとすれば、「成人を教えることと子どもを教えることは違うべきなのか、それとも同じで

あるべきなのか」という 2つ目の問いに対する Rogersの考えを次に見ていくことにする。

4.教育と成人

(1) I学ぶ者JI教える者」の定義

Rogersは「成人を教える」ことについてのべるにあたり、“learner"“student"“student-

learner"“participant"などの言葉を使い分けているO その使い分けの定義を確かめるために

問い合わせた所、 Rogers自身から次のような回答を得た400

私は最近、“learner"という言葉をある特定のグループの人々を指す言葉として使うこ

とは控えているO 全ての人が“learner"であるからだ。成人の学習に関する他の多くの本

が取り上げているような“non-learner" などいな ~'o 私は、計画された (planned) 学習

活動の参加者 (participant)を指して“learner"という言葉を使用することはほとんど

な~，。通常(常に一貫しているとは言い切れないが)私が“learner"について言及する時

には、その学習が計画されたものであろうとなかろうと、何らかの形で学習に携わってい

る全ての人を指しているO しかし、誰か他の人からの引用をおこなう時には、計画された

学習活動の参加者という意味で“learner" という言葉を使用することがあるかもしれな~'0 

しかし非常に稀であるO

“student-learner"という言葉を私が使用する時は、計画されたあらゆる学習経験にお

いて「出席している“learner"Jを中心に考えるという見解を他者と共有しているという

ことを意味しているO “student"という言葉を単独で使うと(これは非常に稀なことであ

るが入学習への焦点が薄れてしまうように思われるO “student-learner"は出席して勉強

している (studying)“learner"全体を捉えた言葉であるO 彼らは“student"でありまた

“learner"でもある O

“participant"という言葉は“student-learner"と同じであるO 読みやすくするために

使用する言葉を変えたにすぎなし、。しかし実際のところは、“participant"という言葉は、

計画された学習活動の“participant"である teacherjtutorも含んでいるはずだ。しかし

私にとっては“participant"と“student-learner"は同じ言葉であるO

円。
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この回答において Rogersは、「“student"という言葉を単独で用いることは非常に稀である」

としながらも、最新刊である“Whαtis the difference?"のPartllにおいてはしばしば単独で

“student"という言葉を用いているO そこで rPartllにおいて“student"が何度も単独で使用

されているのは、“learning"にではなく“teaching"に焦点をあてているからなのか?Jとい

う質問を投げかけてみると以下のような説明がなされた。

ご指摘の通り Partllにおいては単独で“student"をしばしば使用しているが、それは

人々が“student"としての自分をどのように構築するのかということに焦点をあててい

るからである。成人学習に参加している人々について言及する時には、“student-learner" 

という言葉を私は好んで使用しているO それは目指しているものが学習“learning"であ

るという事実を見失わないようにするためであるO しかし、人々が自分自身をいかに見て

いるかということについて言及する時、人々は自分を“learner"としてというよりもむし

ろ“student"として見ている O すなわち彼らは自分がしなければならないこと、つまり

“study"に焦点をあてている O “student"であるというアイデンティティは“student-

learner"であることとは異なるO 例えば多くの発展途上国において成人の識字教室に通っ

ている女性たちは、教室にいる時のアイデンティティとして、子どものように床に座って

黒板の文字を写さなければならないという意味で“student"であることを構築している O

(以下省略)

(2) アイデンティティの構築

Rogersは「教えること」を考察するにあたり、「学ぶ役割をする者」と「教える役割をす

る者」のアイデンティティに着目している九今日、急速に変化していく生活のコンテクスト

の中で、我々はこの変化に対処しながらアイデンティティを構築し、それぞれのアイデンティ

ティに合う役割をおこなっている。しかしこのアイデンティティは個性・経験・状況などによ

り変化するO 例えば親であるという役割を例にとってみても、学校の会合で子どもの先生と面

談をしている時と家庭で子どもに接している時とではその役割の解釈が異なるo Rogersはこ

のように考え、「成人」や「子ども」に対するアプローチを一般化することを薦蕗しているO

「成人」も「子ども」もそのアイデンティティの構成要素は多様であるO 人は自分で自分のア

イデンティティを構築しているだけではなく、他の人によってもそれは構築されているし、自

分が他の人の要素を構築もしているからだ。つまり我々のアイデンティティのほとんどは、

「成人」でも「子ども」でも、また「教師」でも「生徒42Jでも、関係性を含んでいるというこ

とになるo Rogersはこの関係性に焦点を当て、「成人を教えること」の特性を捉えようとし

ている430

「学習」や「教育」に関する研究において、「成人であることJr子どもであること」の探求
に比べ、「生徒であることJ、そしてそのアイデンティティや役割に関してはあまり注意が向け

られてこなかった九「生徒であること」のアイデンティティをどう捉えるかが「子どもの生徒」

においても「成人の生徒 Cadultstudents)勺においても、彼らの学習に対する期待を図る手

d
斗ム
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掛かりとなる o I計画された学習活動への参加者 (student-learner ) 46 Jが「生徒」としての自
分をどう位置づけるか、そして「生徒」に対して「教師」がどう対応するかがプログラムの効

果を決める鍵となる470 成人が「生徒であること」をどう捉えるかは、子ども時代の自分が

「生徒」であった経験に影響を受けることが多いが、「子ども」である経験しか持たない子ども

と違い、成人は幅広い異なった性質の見方で「生徒」というものを考えるからだo Rogersは、

アイデンティティの捉え方は広範であるとしながらも、 Rhodes48の言及に触れ、「計画された

学習活動への参加者」は「教師」として選び受け入れた者に対し権威者としての役割を期待す

るし、自己主導型学習においても教師あるいは教材に対して、学習者は「生徒」でしかない49

とも述べているO

(3) ハイブリッド

Rogersは、「子どもの生徒JI成人の生徒JI成人の教師」の関係性を考えるにあたり、ハ

イブリッドというポストコロニアルの概念をヒントに、「子どもJI成人JI生徒JI教師」とい

う異なる要素を含有する「子ども+生徒JI成人+生徒JI成人+教師」とLサハイブリッド、か

ら「計画された学習活動への参加者」と「教師」の関係性を考察している。子どもはl'¥かなる

「学習意識型学習」においても「子ども+生徒」として自分を見、「子ども」の要素と「生徒」

の要素が混じった自分との関係において教師を見るo I生徒」の役割を選び、計画された指導

プロセスに身を置く多くの子どもたちの中では、「子ども」の役割と「生徒」の役割にかなり

の一致が見られるo I教師」も「子どもの生徒」に対して同じような見方をしているO しかし

同様に「生徒」の役割を選んで計画された指導のプロセスに身を置く成人の中には、社会文化

的に広く認識されている「成人」の役割と「生徒」の役割の聞に大きな不一致があるので、可

能となるハイブリッドの範囲がずっと広くなるヘ「教師」側からの「成人の生徒」に対する見

方についても同じことが言えるO つまり Rogersの取り上げているハイブリッドは、異なった

要素を単に混ぜ合わせたものではなく、多くの異なった形のハイブリッドがあり必要に応じて

変化するのであるが、このことが認識されないまま、多くの成人教育者はよりインフォーマル

で自由な形式、いわゆる「教える/学ぶ」のプログラムの「成人」の形式を提供し、生徒が持っ

ている経験等を引き出したいと願ってしまう o I計画された学習活動への参加者」が従来解釈

されているよりも、「生徒」の要素に重点を置くことを好んでいるにもかかわらず、教師が、

生徒自身が自分は持っていないと信じている要素を行使させるように奨励してしまうことが問

題であると Rogersは指摘している510

欧米では成人教育の主たる目的は個人の自律性を促進することであると考える傾向にあるが、

すべての成人がそれを望んでいるわけではないように思える520 I成人の生徒」は「生徒である

こと」と「成人であること」を別々に考え、それらが互いに争ってしまうということがしばし

ば起こりうるので、成人教育プログラムには子どもの学校プログラムには存在しない緊張

(tension)が生まれるO この緊張は教師と成人の生徒の双方に感じられるものである九「成人

の生徒」は自分を「成人+生徒」であると考えることに緊張を感じる、つまり「成人」として

の権利や責任を主張し行使することと、「生徒」としての権利と責任を主張し行使することと
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の聞に生じる緊張を感じるのであるO 子どもは「子ども」の要素と「生徒」の要素をヒエラル

キー的に捉え、依存、コントロール、従属という観点から見る。しかし同様の関係の中での

「成人」の要素はさらにずっと複雑であるO 例えば、成人の生徒の中には、「生徒」としてより

も「成人」として自分を捉え、自分自身の学習を自分でコントロールするだけの自律性があり、

自分の経験から既に持っているものを否定せずその上に自分を構築する者がいる一方で、今ま

での経験から子どもと同じ観点から自分を見、自分自身の「成人」の要素と戦って「生徒」と

しての自分を構築する者もいるからであるO

「成人であること」の定義はさまざまであるO それが使用されるコンテクストによっても、

それを定義するグループによっても、またその時々によってもその定義は異なる 54というのが

Rogersの「成人であること」への理解の姿勢で、あるo I成人であること」を普遍的に特定す

ることはできないという Rogersの主張を踏まえたうえで、敢えて「成人の生徒JI子どもの

生徒JI教師」の関係性から生じる緊張の有無を示すと図-1のようになるO

図-1 ハイブリッドに見る匿置の有無

(1) I子どもの生徒」から見た自分今 [子ども]+ [生徒]

教師から見た「子どもの生徒」 今 [子ども]十[生徒]

* [子ども]の要素と[生徒]の要素に矛盾がないので、緊張は起こらない

(2) 「成人の生徒」から見た自分 二〉 [畿室長]+ [生徒]
教師から見た「成人の生徒」 二今 [鐘遂IJ+ [生徒]

「成人の生徒」から見た自分 二今 [成人]+ [畿重量]
教師から見た「成人の生徒」 二今 [成人]+ [盤劃

*同じ要素を見ているので緊張は起こらない

(3) I成人の生徒」から見た自分 今 [滋遜]+ [生徒]
教師から見た「成人の生徒」 今 [成人]+ [畿盤]

「成人の生徒」から見た自分 =} [成人] •• 十[塗議]

教師から見た「成人の生徒」 キ C遊撃塁]+ [生徒]

*見ている要素が異なるので|緊張が起こる|

(4) I成人の生徒」 キ [盤翠]+ [畿襲撃]

*自分のなかでも異なる要素が争い、|緊張が起こる|

【筆者作成】
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「成人対成人55Jという関係性は「生徒対教師」という関係性とは明らかに対照的である O

また生徒が「成人+生徒」であることに関する教師の認識も、「子ども+生徒」におけるいわ

ゆる「生徒」に対する認識とは明らかに異なるO このような生徒と教師双方によって作られる

様々なハイブリッドにより起こりうる不一致は、学習プログラムにおける「成人の生徒」と

「教師(成人)Jの間でしばしば報告されている衝突を説明するものである o [""成人+生徒」と

「教師(成人)Jとの間で築かれる関係性と、「子ども+生徒」と「教師(成人)Jとの間で築か

れる関係性の違いこそが成人を教えることと子どもを教えることの最も重要な違いで‘ある56と

Rogersは結論付けているO

(4) 成人を教えることへの示唆

Rogers は、「成人を教えること」と「子どもを教えること」とは違うとしたうえで、成人

を教える際の次のような留意点を挙げている。成人の生徒の特徴を捉えずに、教師がこうあっ

て欲しいと思う特徴を彼らに当てはめるのではなく、成人の生徒が「成人+生徒」の構成要素、

つまり「成人であることJ[""生徒であること」をどのように考えているかを理解する所から始

めることが重要である九例えば成人の生徒が、教師は支配者であり、自分は教師よりも下の

立場であるとみなし、プログラムの中で「意図された学習」だけを使用したいと思うのであれ

ば、 Rogers自身は少なくとも当分の聞はそれを受け入れるつもりであると述べている580

Rogersとしては、成人の生徒に対してもっと自律性のある姿を望み奨励したいし、成人の生

徒が考えている「生徒であること」の要素を「教師」である自分に対して強要されたくはない

と考えてはいるものの、それ以上に、「教師」の考える「生徒であること」の要素を成人の生

徒に強要はしたくはないと考えるからであるO

「教師」は、「習得による学習」から始め、その後成人の生徒に一般的な原理を意識させて

いくことも出来るし、また学習を意識したプログラムから始めて、「習得による学習」を「意

図された学習」の中に持ち込んでいくことも出来るO いず、れにしても成人の生徒のそれぞれの

経験と一般的な原理を組み合わせた学習プログラムを作れば、「意図された学習」においても、

学習を 1つのコンテクストに限定しないで使用することも可能であるO しかし「習得による学

習」あるいは「意図された学習Jをどのように採用するかの決定は教師や教育機関の好みでは

なく、生徒の望むところに従ってまずはおこなわれるべきであるというのがRogersの主張で

あるO

教師は、成人の生徒は既に教室外で学習をおこなって来ていることを様々な観点から理解し

なければならな~ ¥59とRogersはTeachingAdultsにおいて主張してきた O そして新たに

Whαt is the difference?において「成人の生徒が成人であり生徒である自分をどのように考

えているのかを理解しなければならないJ[""生徒が成人であり生徒であることを、教師である

自分はどのように考えているのかを認識しなければならな ~\J と付け加えているヘ

おわりに

Rogersは、学習には 2つのはっきりとしたプロセス、「習得による学習」と「意図された
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学習」があり、どちらも年齢に関係なく誰にでもあてはまる学習プロセスであるとしているO

従って「成人を教えること」の特性は、年齢による学習方法の違いから生じるのではなく、生

徒が学習の場に持ち込む「アイデンティティの解釈61Jとそこから生じる「教師と生徒の間の

関係性」に見出すことが出来ると述べているO

欧米における成人教育の影響からか、日本における成人の学習の場においても、「教師」の

代わりに「ファシリテーター」や「学習支援者」などが使用され始めていることからもわかる

ように、成人教育においては「意図された学習」がネガティブに捉えられる傾向があるO しか

し、欧米の成人学習者以上に自分を「生徒」として見る成人学習者が多い日本においては、自

律あるいは自己主導の概念はまだ一般的とは言えなL、。特に、終わりの見えない経済不況の中

にあっては、手っ取り早く役に立つ、あるいは直接資格に結び付くような学習が、フォーマル

な形で求められる傾向も否定できなl'0このような現状を考慮、して日本の成人教育を考える場

合、学習を促進させる「意図された学習」の有効性の見直し、学習者の課題に焦点を当てた

「習得による学習」をうまく融合し、状況に応じてその兼ね合いを決定していくことは有効で

あると考えるO これに加え、「成人を教える」にあたっては、「生徒」と「教師」の関係性が成

人と子どもとでは異なることを認識し、成人学習者が考える「生徒」と教師の描く「生徒」像

のズレを最小限にとどめる努力がなされる必要があるO

Rogersは「成人を教えること」と「子どもを教えること」は違うとして、「生徒」と「教

師」の関係性を取り上げ、「生徒であること」の捉え方の違いに留意することの重要性を説い

ているO しかしその違いを埋めるための具体案については、 Rogers自身の導入の仕方を示し、

「生徒」の望むことから始めて徐々に「教師」の望ましいと思う方向に持っていくと述べるに

とどまっているO また、「成人の生徒」と「教師」の関係性は取り上げているものの「成人の

生徒」聞の関係性については言及していなL、。

「教師」と「生徒」の関係性が「成人の生徒」と「子どもの生徒」とでは異なるのと同様、
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関係性を考慮、しながら、成人教育に携わる「教師」のあり方を考察していくことが筆者の今後

の課題であるO
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